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Ⅱ 防災

Ⅱ-ⅰ 治水

Ⅱ-ⅰ-① 河床のしゅんせつ

Ⅱ-ⅰ-①-１ 「しゅんせつ案」の採用について

長良川流域の洪水防御は、上流にダム建設の適地が少ないため、河道の受け

持つ流量が大きくなっています。そこで、木曽川水系工事実施基本計画では、

基本高水のピーク流量毎秒8,000m３に対し、上流ダムで毎秒500m３を調節し、河

道（忠節地点より下流部）で毎秒7,500m３を安全に流下させる計画となってお

り、これに基づいて改修が進められています。

毎秒7,500m３の洪水を安全に流すためには、河積を拡大することが必要とな

り、その方法としては、

① 高い堤防を造る（堤防嵩上げ案）

② 川幅を広げる（引堤案）

③ 川底を掘り下げる（しゅんせつ案）

ことが考えられます。しかし、「堤防嵩上げ案」は高い水位で洪水を流すこと

になり、万一破堤したときの被害を大きくするとともに新幹線など多くの橋梁

を架け替えなければなりません。「引堤案」では、川沿いの貴重な土地や多く

の家屋移転を伴うことになり、いずれの案も現実的ではありません。このため

河川のなかですみやかに実施できる「しゅんせつ案」が最も優れた方法といえ

ます。そこで長良川下流部では川底をしゅんせつすることにより、洪水を流下

させるために必要な河積を確保することにしました。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より
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Ⅱ-ⅰ-①-２ 治水安全度の向上について

長良川のしゅんせつは、長良川の河口から約３０km地点までの河床の土砂を

取り除き、洪水が安全に流れるために必要な河積を確保するものです。このし

ゅんせつによって、毎秒7,500m３の 計画高水流量が流れた場合でも南濃大橋

付近（河口から約２８km地点）では、しゅんせつ前に比べ最大約１．５m低い

水位で流すことができます。また水位低下の効果はしゅんせつ区間のみならず、

上流部（河口から約３０～４５km）までおよびます。これにより岐阜市から下

流部で堤防の負担が減り、洪水に対してより安全になります。さらに長良川本

川の水位の低下は、境川、荒田川等の流入支川の洪水位の低下をもたらすとと

もに、ポンプによる内水排除を効果的に行えるなど、支川の治水安全度も向上

させることになります。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より



3－34

Ⅱ-ⅰ-①-３ 治水効果について

長良川河口堰の完成により長良川下流部において大規模な河床のしゅんせつ

が可能となったため、洪水の流下に支障となっていた、河口から１４km付近に

あるマウンドと呼ばれる河床の高い箇所について、平成７年度からしゅんせつ

が開始され、平成９年度に完了しました。これにより長良川下流部は、洪水の

流下能力が向上し、平成１１年９月、平成１２年９月、平成１４年７月、平成

１６年１０月といった、たび重なる警戒水位を上回る大きな洪水においても、

堰運用開始前に比べて水位が１ｍ以上下がり、堤防が決壊する危険性が低下す

るなど、顕著な効果を発揮しています。

特に平成１６年１０月（台風２３号）洪水は、河口から３９．２kmの墨俣地

点（岐阜県大垣市）において最大約8,000m３/sと、長良川の治水計画上想定し

ている最大の流量に匹敵する観測史上最大の洪水となりましたが、河道のしゅ

んせつにより墨俣地点で約２．０ｍの水位低下効果があったと推定され、洪水

を安全に流すことができました。
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Ⅱ-ⅰ-①-４ しゅんせつ後の河床変動状況について

マウンドしゅんせつ後（平成７年７月～平成９年７月実施）、平成１１年１

月測量（平成１０年度）までは大きな変化は確認できませんでしたが、平成

１２年１月測量（平成１１年度）に局所的な河床変動がみられました。

これは、平成１１年９月１５日の出水時に、上流から大量の土砂供給があっ

たためと考えられています。

平成１１年９月１５日の出水後の状況は、局所的な河床の変動がみられるも

のの、顕著な堆積傾向はみられません。

今後とも、河道の堆積状況について注意深く監視が続けられ、河床変動の動

向について検討され、治水上の支障が明らかになれば、必要な対策が実施され

る予定です。

※ 中部地方ダム等管理フォローアップ 平成１７年次報告書P1-12より
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Ⅱ-ⅰ-② 長良川河口堰関連治水事業

Ⅱ-ⅰ-②-１ 長良川河口堰関連緊急治水事業について

「長良川河口堰関連緊急治水事業」とは、長良川及び支川の改修、排水ポン

プ・樋門の改修等を行う事業のことです。長良川下流部のマウンドしゅんせつ

も、この事業の一環として実施され、平成９年７月に完了しました。なお、平

成１７年度末における事業の進捗状況は以下のとおりです。

○事業の進捗状況

（１）マウンドのしゅんせつ ［国事業］ ……… 完了

・１５０万m３（河口から１４km～１８km区間）のしゅんせつを平成

７～９年度で実施（平成９年７月完了）

※１５０万m３は河口堰建設完了後の、１４km～１８km区間のしゅ

んせつ量（全体しゅんせつ量：２，２５０万m３）

（２）伊自良川の旧堤撤去等 ［国事業］ ……… 完了

・延長１，２００m、体積２４万m３を、平成７～１１年度で実施

（３）排水ポンプの増設、新設 ［国及び岐阜市事業］

［国事業］ ……… 完了

・境川第１排水機場:35m３/s(H8～10､ﾘﾌﾚｯｼｭ事業)

・境川第２排水機場:20m３/s→40m３/s(H13､20m３/s増設)

・犀川第３排水機場:15m３/s→35m３/s(H13､10m３/s増設 H14､10m３/s増設)

・糸貫川排水機場:16m３/s→24m３/s(H8､8m３/s増設)

・早田川排水機場:10m３/s→20m３/s(H8､5m３/s増設 H12､5m３/s増設)

・宝江川排水機場:0m３/s→ 3m３/s(H12､3m３/s新設)

・正木川排水機場:6.7m３/s→10m３/s(H11､3.3m３/s増設)

・両満川排水機場:8m３/s→12m３/s(H12､4m３/s増設)

［市事業］ ……… 完了

・天神川排水機場:0m３/s→ 4m３/s(H10､4m３/s新設)

（４）樋門の改築、新設 ［国事業］

・改築：桑原川、境川、荒田川、糸貫川

・新設：天王川 H12～14

（５）支川の改修 ［県及び岐阜市事業］

［県補助事業］

・桑原川(長良川合流点～名神高速道路) ：築堤護岸工

・犀 川(犀川遊水池～十九条橋) ：掘削護岸工

・糸貫川(長良川合流点～徳山団地上流) ：掘削護岸工(H13完成)

・天王川(長良川合流点～名鉄揖斐線) ：掘削護岸工(H14完成)

・境 川(長良川合流点～中部排水路) ：掘削護岸工

・荒田川(長良川合流点～国道２１号線) ：築堤護岸工

・板屋川(伊自良川合流点～諏訪橋) ：護岸工(H14完成)

・伊自良川(県・直轄境界～竜巣橋) ：掘削護岸工(H13完成)
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・鳥羽川(伊自良川合流点～三田叉川合流点)：掘削護岸工

・石田川(新川合流点～岩橋) ：掘削護岸工

・新堀川(伊自良川合流点～一級終点) ：掘削護岸工(H11完成)

・大江川(長良川合流点～二本戸樋管) ：掘削護岸工

［市補助事業］

・天神川(鳥羽川合流点～岐阜市真福寺) ：築堤護岸工(H10完成)

・新荒田川(境川合流点～境川分岐点) ：掘削護岸工

・正木川(伊自良川合流点～岐阜市則武) ：築堤護岸工

［県補助事業］

・宝江川(犀川遊水池～県道美江寺西結線) ：掘削護岸工

・政田川(犀川合流点～旧真正町溝口) ：掘削護岸工(H12完成)

・長護寺川(最川合流点～旧巣南町宮田) ：掘削護岸工(H13完成)

・五六川(犀川遊水池～旧巣南町重里) ：掘削護岸工(H9完成)

・中 川(天王川合流点～旧穂積町稲里) ：掘削護岸工(H9完成)

・論田川(荒田川合流点～岐阜市鏡島) ：掘削護岸工(H9完成)

・根尾川(伊自良川合流点～岐阜市西改田) ：掘削護岸工

・早田川(伊自良川合流点～岐阜市美島町) ：掘削護岸工(H13完成)

・岩戸川(新荒田川合流点～岐阜市長森) ：掘削護岸工(H9完成)

・新 川(鳥羽川合流点) ：広域基幹鳥羽川に含む

※ 平成18年度 河川業務の概要P5-8～10より
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Ⅱ-ⅰ-③ 浸透水対策

Ⅱ-ⅰ-③-１ 浸透水対策について

長良川河口堰では、塩水の侵入を防止するため、平常時の堰上流の水位は大

潮、小潮などの潮位変動の条件を考慮して標高１．３m（朔望平均満潮位※）標

高１．２mに１０cmを加えた水位）を上限とし、標高１．３m～標高０．８mの

範囲で管理されています。これにより堰の上流では、従前の潮位変動の影響が

なくなり、満潮位付近で常時保つこととなるため、その対策としてブランケッ

ト（高水敷の表面に厚さ６０cm程度の粘性土を被覆したもの）及び平面排水設

備が整備されました（下図参照）。ブランケットは堰地点から２５km付近まで、

堤防沿いに５０mから７０m幅で造成されました。

これによって平常時は川の流れを堤防から遠ざけ、また堤内側に設けた堤脚

水路、承水路などとの組み合わせにより、浸透してくる水を完全に抜き、地下

水位の上昇を防いでいます。また、ブランケットは洪水時には川の流れから堤

防の基盤部を守るとともに、浸透に対する安全性の向上を図る役目を担ってい

ます。

なお、このブランケットは、ふだんは地域の人たちの憩いの場として利用さ

れたり、豊かな自然環境を保全するための場となっています。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より
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また、高須輪中においてかんがい期と非かんがい期の年２回、関係機関と合

同の現地調査（排水対策機能確認調査）が実施されています。

※）朔望平均満潮位
朔（新月）および望（満月）の日から５日以内に観測された、各月の最高満潮面を
１年以上にわたって平均した高さの水位のことです。
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Ⅱ-ⅰ-③-２ 地下水位について

高須輪中五町地点での平成６年１月から平成１７年１０月までの地下水観測

結果によると、地下水の平均的な水位は経年的には緩やかな上昇傾向が認めら

れました。これは、昭和49年から地下水の保全及び適正利用等を目的として取

り組んだ地下水採取の自主規制の結果であると考えられています。また、毎年

概ね春から秋にかけて地下水位が低下する傾向が認められますが、これは地下

水の取水がその時期に多く行われているためであると考えられています。

しかしながら、地下水位の上限値は堰運用開始前とほぼ同程度で推移してお

り、長良川河口堰の運用により問題となるような地下水位の変動は認められて

いません。
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Ⅱ-ⅰ-④ ゲート操作

Ⅱ-ⅰ-④-１ ゲート操作について

長良川河口堰のゲートは環境に配慮して全てが２段式となっており、オー

バーフロー、アンダーフローのきめ細かな操作が可能な構造となっています。

ゲート操作は、堰流入量と堰下流水位により平常時、洪水時、高潮時と洪水、

高潮への移行時とに分かれています。

またこの他に津波時の操作が加わります。

それぞれの状況に応じて、Ⅱ-ⅰ-④-２～５に説明するような操作が行われ

ます。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より



3－43

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より

ゲートの開閉装置は、上段ゲートと下段ゲートのそれぞれにワイヤーロープ

ウインチ式の開閉装置が設けられており、上・下段ゲートを同時に開閉するこ

とが可能となっています。

ゲートの開閉速度は、毎分約０．３mで、全閉状態から堤防の高さまでは約

４０分で引き上げができます（全閉状態から標高１．３mの水面までは約２５

分）。

なお、閘門ゲートには、通航時間の短縮を図るため、開閉速度が毎分約

５．０mの高速モータも設置されています。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より
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Ⅱ-ⅰ-④-２ 平常時のゲート操作について

平常時においては、河川環境の保全に配慮し、水をゲートの上から流すオー

バーフロー操作（①）と、下段ゲートを上げてゲートの下を流すアンダーフ

ロー操作（②）が行われています。なお、これらの操作は呼び水式魚道及びロ

ック式魚道に必要な流量を確保した上で行われています。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より

上流水位は朔望平均満潮位※）標高１．２mより０．１m高い標高１．３mを上

限とし、標高０．８mまでの範囲で管理することを基本とし、流況に応じて可

能な限り上流と下流の水位の差が小さくなるように努め、上流水位の低下を図

ることとされています。

なお、堰下流の水位が予測より高くなり、塩水が侵入するおそれのある場合

には、ゲートを全閉とする操作が行われています。

調節ゲートの操作は、魚類の遡上期には、魚道への呼び水効果を高めるため、

魚道の近くのゲートから水を流下させる等、魚類の遡上及び降下に十分配慮さ

れています。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より

※）朔望平均満潮位
朔（新月）および望（満月）の日から５日以内に観測された、各月の最高満潮面を
１年以上にわたって平均した高さの水位のことです。
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長良川河口堰のゲート及び魚道

【稚アユ誘導操作】（遡上期の２月１日～６月３０日の間実施）

アユが岸側を遡上する習性と流れに向かって泳ぐ習性を考慮し、岸に近い

ゲートの流量を増やすことでアユを岸側に誘導し、より遡上の容易な左右岸の

各種魚道に導くための操作です。

稚アユ誘導のためのゲート操作イメージ

【仔アユ降下操作】（降下期の９月１日～１２月３１日の間実施）

ふ化したばかりの仔アユは流速の早い河川の流心部を流下する習性があるこ

とから、稚アユ誘導操作とは逆に、河川中央部のゲートの流量を最も多くし、

仔アユの降下を助ける操作です。

仔アユ降下のためのゲート操作イメージ



3－46

Ⅱ-ⅰ-④-３ 洪水時のゲート操作について

洪水時には全てのゲート（１０門の調節ゲート、閘門ゲート、ロック式魚道

ゲート）が堤防高より高く引き上げられます。このためゲートが洪水の流下に

支障となることはありません。

堰流入量が毎秒２００m３を超えるまではオーバーフローを基本として操作が

行われていますが、堰流入量が毎秒２００m３を超え、さらに増加すると判断し

たときは調節ゲートをアンダーフローの状態として、洪水時の全開操作に備え

られます（①）。

洪水時に全てのゲートを全開とする操作は、上流の墨俣地点で観測された流

量が毎秒８００m３に達した時から行うこととされています（③）。

墨俣地点から堰地点までは約３４kmあり、洪水が墨俣地点から堰地点に到達

するまでには２時間以上かかります。したがって、この間に安全・確実にゲー

トを引き上げることができます。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より

①堰流入量２００m3/s超過

アンダーフロー

下
流

上
流

塩水

淡水

①堰流入量２００m3/s超過

アンダーフロー

下
流

上
流

塩水

淡水

又は、長島油島観測所の水位がT.P＋1.92m
を超えたとき。

a , b , c の条件のいずれかが外れたとき。

③墨俣地点流量８００m3/s超過

下
流

上
流

ゲート引き上げ

塩水
淡水

又は、長島油島観測所の水位がT.P＋1.92m
を超えたとき。

a , b , c の条件のいずれかが外れたとき。

又は、長島油島観測所の水位がT.P＋1.92m
を超えたとき。

a , b , c の条件のいずれかが外れたとき。a , b , c の条件のいずれかが外れたとき。

③墨俣地点流量８００m3/s超過

下
流

上
流

ゲート引き上げ

塩水
淡水

③墨俣地点流量８００m3/s超過

下
流

上
流

ゲート引き上げ

塩水
淡水

ゲ
ー
ト
の
操
作

ただし、長島油島観測所の水位がT.P＋1.92m
以下のとき。

a , b , c の三条件がすべて重なるとき。

②堰流入量８００m3/s超過

アンダーフロー継続

淡水

塩水

C堰流入量

1,400 m3/s未満

b 堰下流水位
標高0.5ｍ以上

a上げ潮

ただし、長島油島観測所の水位がT.P＋1.92m
以下のとき。

a , b , c の三条件がすべて重なるとき。

ただし、長島油島観測所の水位がT.P＋1.92m
以下のとき。

a , b , c の三条件がすべて重なるとき。a , b , c の三条件がすべて重なるとき。

②堰流入量８００m3/s超過

アンダーフロー継続

淡水

塩水

C堰流入量

1,400 m3/s未満

b 堰下流水位
標高0.5ｍ以上

a上げ潮

②堰流入量８００m3/s超過

アンダーフロー継続

淡水

塩水

C堰流入量

1,400 m3/s未満

②堰流入量８００m3/s超過

アンダーフロー継続

淡水

塩水

C堰流入量

1,400 m3/s未満

b 堰下流水位
標高0.5ｍ以上

a上げ潮
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なお、この操作は、堰の上下流に急激な水位の変動が生じないように行われ

ます。

堰流入量が毎秒８００m３に達した時には、全てのゲートを全開（④）とする

こととされています。ただし、河川流量や潮汐などの条件によっては塩水遡上

の恐れがある場合、アンダーフロー（②）を継続することとされています。

その後流入量が毎秒８００m３以下に減少するまでゲート下端を堤防高（標高

５．８m）より高く引き上げておきます（⑤）。

洪水時における長良川下流部の河川水位は、川底がしゅんせつされたことに

より、しゅんせつ前よりも低い水位で流れることになり、洪水に対する安全性

は格段に向上しています。川の中に残る堰柱によるせき上げはごくわずかであ

り、洪水の支障となることはありません。また、堰柱と堰柱の間は４５mある

ので流木等が引っかかるような心配はありません。

なお、洪水時の全開操作は、管理開始以降平成１８年度までに７９回実施さ

れています。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より

④堰流入量８００m3/s

下
流

上
流

淡水

ゲート全開

④堰流入量８００m3/s

下
流

上
流

淡水

ゲート全開ゲ
ー
ト
の
操
作 淡水

上
流

下
流

堤防高
標高5.8m

⑤堰流入量８００m3/s超過

淡水

上
流

下
流

堤防高
標高5.8m

⑤堰流入量８００m3/s超過

淡水

上
流

下
流

堤防高
標高5.8m

⑤堰流入量８００m3/s超過
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Ⅱ-ⅰ-④-４ 高潮時のゲート操作について

高潮時には、洪水時と同じように全てのゲートが堤防高より高く引き上げら

れます。このため、ゲートが高潮時に支障となることはありません。

高潮移行時の操作は、下流水位が１．２mを超えて、さらに標高２．１mを超

えると予測される場合に、全開操作が行われます（①）。操作は洪水時と同様

に堰の上下流に急激な水位の変動が生じないように行われ、ゲートは堤防高よ

り高く引き上げられます（②）。

下流水位が標高１．２mを超えていても、標高２．１mを超えないと予測され

る場合は、塩水の進入を防止するためゲートを全閉とする操作が行われます。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より

なお、平成６年９月２９日に発生した台

風２６号による高潮は、名古屋港の最高潮

位が標高２．２３m、潮位偏差（実測潮位と

天文潮位の差）が１．９０mで、それぞれ戦

後３番目、戦後５番目の大きさにあたるも

のでした。

この台風２６号の高潮時において、ゲー

ト操作を実施し、十分な時間的余裕をもっ

てゲートを支障なく引き上げることができ

ました。

また、堰運用開始後の平成１６年１０月

２０日に上陸した台風２３号による高潮時

において、堰下流水位が標高２．１mを超え

ることが予想されたため、管理開始以降初

めて高潮によるゲート全開操作が実施され

ました。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より
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Ⅱ-ⅰ-④-５ 津波時のゲート操作について

気象庁から伊勢湾沿岸に対して津波

警報が発せられ、伊勢湾外から大きな

津波の到達が予想されるとき（伊勢湾

口の神島観測所で２m以上の津波が観測

されたとき）は、全てのゲートが堤防

高より高く引き上げられます。このた

め、津波時にゲートが支障となること

はありません。

ゲートの全開操作にあたっては、船

や釣り人などの河川利用者に対し、ス

ピーカーやサイレンにより津波につい

ての情報を伝え、河川からの避難を呼

び掛けるとともに、関係機関への通知

が行われます。また、巡視により避難

状況が確認されます。

全開操作は、全閉状態からでも約

４０分で終えることができ、堰地点へ

の津波到達状況は、神島観測所で観測

後、６５分程度であることから十分余

裕をもって行うことができます。

なお、伊勢湾内に比較的大きな津波

をもたらした地震の震源は全て伊勢湾

外であり、また、たとえ、伊勢湾内で

地震が起こったとしても、伊勢湾内は

水深が３０m程度と浅いため、河口堰に

支障を与えるような大きな津波とはな

らないと判断できます。

※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より

神島観測所


